
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

（１）待機児童解消策の推進など保育の充実      ４，６１２億円（４，３０４億円） 

待機児童の解消を図るため、保育所などの受入児童数の拡大（約７万人）を図ると

ともに、保護者や地域の実情に応じた多様な保育を提供するため、家庭的保育（保育

ママ）（１万人→1.3 万人）、延長保育（58.0 万人→60.2 万人）、休日・夜間保育（休日：

10 万人→11 万人、夜間：224 箇所→252 箇所）、病児・病後児保育（延べ 143.7 万人→

延べ 171.8 万人）などの充実を図る。 
 

（２）放課後児童対策の充実                           ３１７億円（３０８億円） 

保育の利用者が就学後に引き続き放課後児童クラブが利用できるよう、箇所数の増

（26,310 箇所→27,029 箇所）を図る。 

 
（３）地域の子育て支援の充実（一部重点）           ３４４億円（３０７億円） 

すべての子育て家庭を対象とした様々な子育て支援事業を推進するため、市町村に交

付金を交付する。 

特に、地域の子ども・子育て支援の機能強化を図るため、地域子育て支援拠点事業に

ついて、子育て家庭が多様な事業や給付の中から適切な選択を行うことができるよう情

報の集約・提供などの利用者支援を行うとともに、世代間交流や地域ボランティアとの

協働など地域との協力体制を強化した「地域機能強化型」を創設する。 

また、一時預かり事業について、子育て家庭の切実なニーズに対応し、休日などの開

所や通常の開所時間を超えて時間延長を行う「基幹型施設」を創設する。 

 

（４）児童福祉施設などの災害復旧に対する支援（復興（復興庁計上））    ３７億円 

東日本大震災で被災した児童福祉施設などのうち、各自治体の復興計画で、平成 25

年度に復旧が予定されている施設などの復旧に必要な経費について、財政支援を行う。 
 

 

第１ 安心して子どもを産み育てることのできる環境の整備 

すべての子どもへの良質な成育環境を保障し、子どもの健やかな育ちを社会全体で支援

するため、子育てに係る支援策を充実させるなど、総合的な子ども・子育て支援を推進する。 

～すべての人々のための社会・生活基盤の構築～ 

１ 待機児童の解消などに向けた取組   ５，３１０億円（４，９１９億円）
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次代の社会を担う児童の健やかな成長に資するため、児童手当の支給に必要な額を

確保する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）児童虐待防止対策の推進、社会的養護の充実    ９３２億円（９１５億円） 

①児童虐待防止対策の推進 

児童相談所などの専門性の確保・向上を図り、相談機能を強化するとともに、未

成年後見人制度の普及促進などを図る。 

 

②家庭的養護の推進 

家庭的養護への転換を図るため、里親・ファミリーホームへの委託を推進すると

ともに、既存の建物の賃借料の支援（月額 10 万円）により小規模グループケアや地

域小規模児童養護施設などでの養護を推進する。 

 

③被虐待児童などへの支援の充実 

児童家庭支援センターなどにより、在宅の子どもや保護者の虐待などに関する相

談・支援を行うとともに、児童養護施設の心理療法担当職員の配置の推進、母子生活

支援施設の特別生活指導費加算や保育士配置の充実を図る。 

 

④要保護児童の自立支援の充実【一部新規】 

児童養護施設などの措置を延長した大学進学者などに対して、入学時の支度費を

含め、特別育成費を支給するとともに、措置解除時に自立生活支度費などを支給する。

また、中卒・高校中退などの児童にも、自立に役立つ資格取得に必要な経費を支給す

る。 

 

３ 児童虐待・DV 対策、社会的養護の充実 

９８９億円（９６３億円）

２ 児童手当制度          １兆４，３１１億円（１兆４，５８５億円） 
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（２）児童養護施設などの家庭的養護への転換を図るための施設整備の充実（一

部重点）                                ３６億円（２７億円） 

児童養護施設などの小規模化・地域分散化を通じ、家庭的養護への転換を強力に推進

するため、各都道府県で策定する小規模化などの計画に基づく施設整備を評価した上で、

小規模グループケアや地域小規模児童養護施設などの整備を重点的に支援する。 

 

（３）配偶者からの暴力（DV）防止                        ４３億円（４３億円） 

配偶者からの暴力（DV）被害者に対して、婦人相談所などで行う相談、保護、自立

支援などの取組を推進する。 
 
 
 
 

 

 

 

 

（１）ひとり親家庭の就業・生活支援などの推進             ３９億円（３７億円） 

母子家庭の母などへの就業支援、養育費の確保や面会交流の支援など総合的な自立

支援施策を推進する。また、高等技能訓練促進費等事業などについて、新たに父子家

庭の父を対象に加える。 
 

（２）自立を促進するための経済的支援         １，８５３億円（１，８１９億円） 

ひとり親家庭の自立を支援するため、児童扶養手当を支給する。また、母子家庭な

どの自立を促進するため、技能取得などに必要な資金の貸付けを行う母子寡婦福祉貸

付金による経済的支援を行う。 
 
（３）女性の就業希望の実現（再掲・３４ページ参照）        ２４億円（２３億円） 
 
 
 
 
 
 

（１）不妊治療などへの支援【一部新規】                  ９４億円（１０５億円） 

医療保険が適用されず、高額の治療費がかかる配偶者間の不妊治療に必要な費用の

５ 母子保健医療対策の推進             ２６２億円（２７１億円） 

４ ひとり親家庭の総合的な自立支援の推進 

１，９１７億円（１，８８０億円）
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一部を助成し、経済的負担の軽減を図るとともに、不育症に悩む人への相談体制の充

実を図る。 

また、離島振興法の改正に伴い、離島に居住する妊婦の健康診査を受診するための

交通費などの支援を行う。 

 

（２）小児の慢性疾患などへの支援                    １６５億円（１６４億円） 

小児期に小児がんなどの特定の疾患に罹患し、長期間の療養を必要とする児童など

の健全育成を図るため、その治療の確立と普及を図り、併せて患者家庭の医療費の負

担を軽減する（小児慢性特定疾患治療研究事業）。なお、難病対策に係る検討（75 ペー

ジ参照）と併せ、当該事業の在り方について、予算編成過程で検討する。 
また、未熟児の養育医療費の給付などを行う。 

 

 

 

 

 
 

 
 

６ 仕事と育児の両立支援策の推進（再掲・３４ページ参照） 

    ７８億円（９２億円）
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（１）女性の活躍促進のための営業大作戦の本格実施【一部新規】 

     ６．６億円（５．７億円） 

企業のポジティブ・アクションの取組を促進するため、「女性の活躍促進・企業活性

化推進営業大作戦」の本格実施により、企業に直接働きかける。また、専用ポータル

サイトでの開示などによる女性の活躍状況の「見える化」を促進するとともに、企業

の労使で男女の均等度合いを把握してポジティブ・アクションにつなげるためのシス

テムづくり（格差の見える化）や、メンター（※1）やロールモデル（※2）の確保・

育成が困難な企業がネットワークをつくることによる女性の相互研鑽、研修などを行

う仕組みづくりを支援する。 

※1メンター：後輩から相談を受け、その問題をサポートする人物 

※2ロールモデル：豊富な職務経験を持ち模範となる人物 

 

（２）女性の就業希望の実現                             ２４億円（２３億円） 

子育て中の女性などがその能力を発揮できる職場を確保できるよう、実施拠点を拡

充するなど、マザーズハローワーク事業の一層の強化などを図る。 

 

（３）仕事と育児の両立支援策の推進【一部新規】           ７８億円（９２億円） 
仕事と育児の両立を実現するため、育児・介護休業法の周知徹底、期間雇用者の育

児休業や短時間勤務の取得などに関する好事例の収集・普及などを行うとともに、両

立支援に取り組む事業主などへの助成を行う。また、イクメンプロジェクトの拡充な

どにより、男性の育児休業の取得を促進する。 

第２ 「全員参加型社会」の実現に向けた雇用・生活安定 

の確保 

分厚い中間層の復活を目指し、労働市場への「参加保障」の理念により、できる限り多くの

人が働きがいのある人間らしい仕事ができるよう、若者の安定雇用の確保、女性の活躍促

進、障害者・高齢者の就労促進、成長分野などでの雇用創出、人材の育成の推進、就職困難

者などすべての求職者の就労に向けた重層的なセーフティネットの構築、震災復興のための

雇用対策により、「全員参加型社会」の実現を図る。  

１ 働く「なでしこ」大作戦の推進（女性の活躍促進による経済活性

化）                         １８７億円（１４９億円） 

－34－

44



なお、事業所内保育施設設置・運営等支援助成金については、平成 24 年６月に実施

した厚生労働省行政事業レビューの公開プロセスの結果などに基づき、助成内容や支

給要件などの抜本的見直しを行う。 

 

（４）仕事と介護の両立支援策の推進【新規】                     ５２百万円 

労働者の仕事と介護の両立を支援し、継続就業を促進するため、企業向けの両立支

援対応策モデルを構築し、その周知を図るとともに、両立支援制度や両立モデルなど

を内容とする労働者向けハンドブックの作成、シンポジウムの開催などを行う。 

※ 厚生労働省版「提言型政策仕分け」（平成 24 年６月～７月実施）の提言関連 

 

（５）パートタイム労働者の均等・均衡待遇の確保と正社員転換の推進【一部新規】

（再掲・４３ページ参照）                       １６億円（２５億円） 

 

（６）改正労働契約法などの円滑かつ着実な施行（有期労働契約に関する新たなル

ールなどの円滑な実施）（再掲・４４ページ参照）      ３．８億円（３．４億円） 

 

（７）有期・短時間・派遣労働者等安定雇用実現プロジェクト（仮称）の推進【新規】

（再掲・４３ページ参照）                              ５８億円 

 

 

 

 

 

（１）「若者雇用戦略」の推進（若者の安定雇用の確保）     ３５９億円（３１７億円） 

①大学などの新卒者・既卒者に対する就職支援の推進（一部復興（復興庁計上）） 

          １０６億円（１１２億円） 

大学などの未就職卒業者を減少させるため、ジョブサポーターの全校担当制や、

大学などへのジョブサポーターの相談窓口設置・出張相談の強化を図るとともに、

中小企業団体・ハローワーク・大学等間の連携強化・情報共有化などにより、関係

省庁一体となって新卒者・既卒者に対する就職支援を促進する。 

なお、被災地域の就職環境が厳しい状況にあることから、ジョブサポーターを活

用し、被災新卒者などの就職の促進を図る。 

 
②若者と中小企業とのマッチングの強化（「若者応援企業」宣言の実施）【新規】 

２．７億円 

中小企業とのマッチングを強化するため、若者の採用・育成に積極的な中小企業

２ 「全員参加型社会」の実現          １，０７１億円（９８９億円）
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による「若者応援企業」宣言を行う仕組みを構築する。 

また、若者応援企業を集めた面接会の実施、ジョブサポーターによる定着支援な

どを行う。 

 

③キャリア教育の推進                               ２８百万円（１４百万円） 

教育行政と連携しながらキャリア・コンサルティングの手法を活用し、中学、高

校、大学などの段階ごとに、キャリア教育を効果的に指導できる専門人材を養成す

る。 

また、若者雇用戦略に基づき設置される「地域キャリア教育支援協議会」への労

働局や公共職業能力開発施設の参画などにより、地域の人材ニーズに基づいたキャ

リア教育を推進する。 

 

④キャリア・コンサルティングの活用促進                       １．４億円（１．３億円） 

キャリア・コンサルタントの体系的な養成や質の向上を図るため、キャリア・コ

ンサルタントの指導者養成などを行うとともに、キャリア・コンサルタントについ

ての情報提供体制を整備し、キャリア・コンサルティングの活用を推進する。 

 

⑤フリーターなどのキャリア形成・正社員転換などの支援          １０４億円（６５億円） 

わかものハローワークなどで、若者雇用支援の専門員による個別指導、トライア

ル雇用やジョブ・カードを活用した有期実習型訓練により、フリーターなどの就職

支援、キャリア・アップを促進する。 

また、非正規雇用で働く労働者のキャリア・アップ（正規雇用への転換、人材育

成、処遇改善など）に取り組む企業に対して、ハローワークを中心に、総合的な支

援を行う。 

 

⑥ジョブ・カード制度の推進【一部新規】                         ９５億円（１０５億円） 

公共職業訓練や求職者支援訓練でのジョブ・カードの活用促進や、ジョブ・カー

ドを採用面接の応募書類として活用する「ジョブ・カード普及サポーター企業」の

開拓、学生用ジョブ・カードの活用の好事例の収集・普及などにより、ジョブ・カ

ードを取得した訓練受講者などの円滑な就職を促進する。 

 

⑦ニートなどの若者の職業的自立支援の強化                  ３４億円（２０億円） 

ア 地域若者サポートステーションの拡充                   １８億円（２０億円） 

地域若者サポートステーション（サポステ）の設置拠点の拡充（115 カ所→140

カ所）や積極的な周知により、ニートなどの若者の職業的自立支援を強化する。 
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イ サポステ・学校連携推進事業【新規】（重点）                      １６億円 

サポステと学校の連携体制を構築し、新たに在学生に対するアウトリーチ（訪問

支援）を行う。また、切れ目のない支援を行えるよう、サポステと学校などが中退

者情報を共有し、中退者の支援を強化する。 

 

⑧高校中退者などに対する学卒者訓練の受講支援【新規】                １．２億円 

就業意欲のある高校中退者や中卒者の職業訓練の機会を確保するため、高校中退

者などに対する学卒者訓練の受講支援を行う。 

 

（２）働く「なでしこ」大作戦の推進（女性の活躍促進による経済活性化）（再掲・３４

ページ参照）                           １８７億円（１４９億円） 

 

（３）障害者の就労促進（障害者が誇りと生きがいを持って働ける社会の実現） 

                   ２２６億円（２１９億円） 

①障害者権利条約の批准などに向けた障害者雇用促進制度の見直し【一部新規】 

４１百万円（１１百万円） 

障害者権利条約の批准などに対応するため、労働政策審議会の議論を受けて、労

働・雇用分野での障害を理由とする差別の禁止、職場での合理的配慮の提供を確保

するための措置など、障害者雇用促進制度の見直しについて検討し、必要な措置を

講ずる。 

 

②中小企業への支援などの強化や、地域の就労支援力の更なる強化【一部新規】 

８８億円（８２億円） 

職場実習の促進を図るための事業の実施などによる中小企業への支援や、法定雇

用率引き上げに対応するための雇用率達成指導の強化を行う。 

また、雇用と福祉の連携のための「障害者就業・生活支援センター」の拡充・機

能強化を図る。 

 

③障害特性・就労形態に応じたきめ細かな支援策の充実・強化【一部新規】 

    ３６億円（３０億円） 

ハローワークでの精神障害者、発達障害者、難病患者に対する就職支援体制の充

実を図る。 

また、医療機関での精神障害者の就労支援の取組・連携を促進するためのモデル

事業を実施する。 

※ 厚生労働省版「提言型政策仕分け」（平成 24 年６月～７月実施）の提言関連 
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④障害者の職業能力開発支援の充実【一部新規】             ５４億円（５５億円） 

平成 24 年６月に実施した厚生労働省行政事業レビューの公開プロセスの結果な

どに基づき、委託先開拓のための委託費単価の見直し、担当者制で一貫して支援を

行う職業訓練コーチへの支援体制の集約化などを行い、委託訓練の充実を図る。 

また、障害者に対する指導技法の開発・実務演習などを行うとともに、都道府県

が中心となって、地域の関係機関との連携・協力体制を構築することにより、障害

者職業訓練の強化を図る。 

 

（４）高齢者の就労促進（「生涯現役社会」の実現）         ２９８億円（３０５億円） 

①年齢にかかわりなく意欲と能力に応じて働くことができる「生涯現役社会」の実現に向けた

高齢者の就労促進【新規】                                  １０５億円 

年齢にかかわりなく働くことができる企業の普及に向けた支援を充実するととも

に、高齢期にさしかかった段階で、高齢期の生き方を見つめ直すことを奨励するな

ど、生涯現役社会の実現に向けた社会的な機運の醸成を図る運動を実施する。 

 

②高齢者などの再就職の援助・促進【一部新規】                ３５億円（２２億円） 

高齢者が安心して再就職支援を受けることができるよう、全国の主要なハローワ

ークで職業生活の再設計に係る支援や担当者制による就労支援を実施するなど、再

就職支援を充実・強化する。 

 

③高齢者が地域で働ける場や社会を支える活動ができる場の拡大  １３３億円（１２４億円） 

シルバー人材センターの活用などにより、定年退職後などの高齢者の多様な就業

ニーズに応じた就業機会を確保する。 

 

（５）治療と職業生活の両立支援の推進                        ４０百万円 

①疾病を抱える労働者に対する就労継続支援【新規】                 １３百万円 

疾病を抱える労働者の治療と職業生活の両立の支援を図るため、企業や医療機関

向けの就労継続支援の手引の作成、企業からの相談体制の整備などの取組を行う。 

※ 厚生労働省版「提言型政策仕分け」（平成 24 年６月～７月実施）の提言関連 

 

②長期にわたる治療などが必要な疾病を抱えた求職者に対する就職支援【新規】 

     ２７百万円 

ハローワークと医療機関などとの連携体制の構築に向け、ハローワークに専門の

就職支援ナビゲーターをモデル的に配置するなど、長期にわたる治療などが必要な

疾病を抱えた求職者の就職支援を行う。 

※ 厚生労働省版「提言型政策仕分け」（平成 24 年６月～７月実施）の提言関連 
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（１）成長分野などでの雇用創出の推進              １３５億円（５４億円） 

①都道府県による産業政策と一体となった雇用創造の支援の抜本的な強化（「地域雇用創

造総合プログラム」の創設）【新規】（一部重点）                     ５６億円 

良質かつ安定的な雇用機会の創出に向けた取組を推進するため、製造業などの戦

略産業を対象として産業政策と一体となって実施する地域の自主的な雇用創造プロ

ジェクトを支援する。また、雇用創造に向けた取組への準備が必要な地域について

は、必要な支援により地域の雇用創出力を強化する。 

※ 厚生労働省版「提言型政策仕分け」（平成 24 年６月～７月実施）の提言関連 

 

②成長分野での積極的な雇用創出・人材育成・就職支援【新規】            ３．８億円 

日本の「雇用をつくる」人材（グローバルな視点をもって仕事をして成果を出せ

る人材、創業・起業や新事業展開を支える人材など）を確保・育成していくために、

人材像の明確化や、確保・育成の手法について開発を行う。 

また、主要ハローワークで、成長分野への事業展開などを行う企業に対する人材

確保や人材育成の支援、求人・求職のマッチングなどを強化する。 

※ 厚生労働省版「提言型政策仕分け」（平成 24 年６月～７月実施）の提言関連 

 

③成長分野などの中小企業による魅力的な職場づくりの取組の支援【新規】     ４４億円 

働きやすく、働きがいのある魅力的な職場づくりを進めるため、先駆的な事例を

集めたケースブックの作成・普及、新たな助成金の創設など、中小企業が行う雇用

管理の改善の取組への総合的かつきめ細かな支援を行う。 

※ 厚生労働省版「提言型政策仕分け」（平成 24 年６月～７月実施）の提言関連 

 

④介護・医療・保育職種の人材確保に向けた支援の強化（一部後述・４６ページ参照） 

３１億円（５４億円） 

人材不足が深刻化する介護・医療・保育職種の人材確保に向け、主要ハローワー

クの「福祉人材コーナー」の運営体制の拡充を図るなど、福祉分野の職種を希望す

る方々に対する支援を強化する。 

また、介護・医療現場での勤務環境の改善に向けた取組を推進する。 

 

 

３ 成長分野などでの雇用創出、人材の育成の推進 

２，４６０億円（２，８２５億円）
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（２）成長分野などでの人材育成の推進         ２，１２２億円（２，５８９億円） 

①成長分野・ものづくり分野での離職者訓練や在職者訓練の推進（一部復興（復興庁計上）） 

                        ２，０８０億円（２，５８２億円） 

離職者に対して、民間教育機関などを活用し、被災地の求職者への対応も含め、

介護、情報通信、環境・エネルギー分野などの成長分野の実践的な公共職業訓練や

求職者支援訓練を推進するとともに、訓練修了者に対する就職支援を強化する。ま

た、地域や産業ニーズに基づき、ものづくり分野の公共職業訓練を実施する。 

さらに、在職者に対して、業界団体などと連携し、成長分野へ展開を図る企業の

人材育成に資する訓練カリキュラムを開発し、これを基に在職者訓練を実施する。 

※ 厚生労働省版「提言型政策仕分け」（平成 24 年６月～７月実施）の提言関連 

 

②長期の訓練コースの開発・設定【新規】                         ８．７億円 

公共職業訓練で、関係省庁と連携し、成長分野などでの中核人材育成などを可能

とする長期の訓練コースの開発や積極的な設定を進める。 

 

③ものづくり立国の推進【一部新規】                            ４２億円（６．２億円） 

企業 OB などの優れた技能者（ものづくりマイスター（仮称））が実技指導などを

行う「若年技能者人材育成支援等事業（仮称）」により、技能競技大会参加者の拡大

や若年技能者のスキルアップ、効果的な技能の継承などの支援を行う。 

また、熟練技能者の技能について、文書や映像などで保存するとともに、優れた

技能を紹介するイベント・ものづくり体験教室の開催や、卓越した技能者への表彰

を行う。 

 

④新事業展開地域人材育成支援事業の推進                      １億円（１億円） 

地場産業が集積する地域の業界団体など（事業協同組合など）が教育訓練機関と

連携し、これまで培ってきた技能・技術を活かし新たな事業展開を図る企業に対し、

必要となる技能の付与を行うための教育訓練カリキュラムの開発・教育訓練の実施な

どの人材育成支援を行う。 

 

（３）職業生涯を通じたキャリア形成支援の一層の推進     ２０３億円（１８２億円） 

①労働者・企業に対する職業能力開発への支援【一部新規】        １２３億円（９５億円） 

ア 政策課題に沿った人材育成への支援                  １１５億円（９１億円） 

事業主が労働者に対して職業訓練を実施する場合などに必要な経費などの助成を

行うキャリア形成促進助成金を、政策課題（若年者、グローバル人材、成長分野や

ものづくり分野の人材育成など）に沿った訓練に重点助成する。 

また、非正規雇用で働く労働者の人材育成については、その抜本的な強化に向け
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た検討の結果に基づいた新たな取組を推進する。 

※ 厚生労働省版「提言型政策仕分け」（平成 24 年６月～７月実施）の提言関連 

 

イ 中小企業などでのキャリア形成支援【一部新規】          ８．４億円（４．１億円） 

キャリア・コンサルタントの派遣などにより、非正規雇用や中小企業の若年労働

者がキャリア・コンサルティングを受けられるようにするとともに、計画的な人材

育成のための助言など中小企業への総合的な支援を強化する。 

また、ワーキングホリデーなどの海外経験を希望する若者に対して、キャリア・

コンサルティングなどによりキャリア形成を支援する。 

※ 厚生労働省版「提言型政策仕分け」（平成 24 年６月～７月実施）の提言関連 

 

②キャリア・コンサルティングの活用促進（再掲・３６ページ参照）   １．４億円（１．３億円） 

 

③ジョブ・カード制度の推進（再掲・３６ページ参照）             ９５億円（１０５億円） 

 

④職業能力評価基準の整備・活用促進                     １．８億円（２．５億円） 

職種ごとに必要な能力要件を明確化した職業能力評価基準の策定・改訂を推進し、

業界ごとの実情に基づいて人材育成・評価のためのツール（キャリアマップ、職業

能力評価シート）の開発・導入を進めながら、社内検定や業界検定につなげるなど、

職業能力評価基準の一層の活用を図る。 

 

⑤技能検定制度の整備                                  １０億円（１４億円） 

産業技術の高度化などに対応した検定基準・課題の見直し、社会的ニーズに基づ

いた検定職種の作業などの見直しとともに、国、都道府県、職業能力開発協会や関係

団体との連携強化や民間機関の活力の活用促進により、技能検定制度の整備を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

（１）生活保護受給者などの生活困窮者に対する就労支援の抜本強化（「生活保護

受給者等就職実現プロジェクト（仮称）」の創設）【新規】（一部重点） 

１００億円 
「生活保護受給者等就職実現プロジェクト（仮称）」を創設し、生活保護受給者やボ

４ 重層的なセーフティネットの構築 

３，８８２億円（４，３２６億円）
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ーダー層など、生活困窮者を広く対象に、自治体とハローワークが一体となった就労

支援体制を全国的に整備し、早期支援を徹底するなど、就労支援を抜本的に強化する。 

また、これに併せ、対象者の課題に応じた能力開発などの支援施策の充実を図る。 

 

（２）公共職業訓練、求職者支援制度による職業訓練や給付金の支給を通じた能

力開発や訓練機関とハローワークとの連携を通じた就職支援（一部復興（復興

庁計上））（一部前述・４０ページ参照）        ２，０７３億円（２，５７２億円） 

被災地の求職者への対応も含め、就職のために能力の向上が必要な者に対し、公共

職業訓練や求職者支援制度による職業訓練や給付金の支給を実施する。 

労働局と都道府県などとの連携や訓練機関への巡回指導の強化を図るとともに、ハ

ローワークの就職支援体制を強化し、きめ細かな就職支援を行う。 

※ 厚生労働省版「提言型政策仕分け」（平成 24 年６月～７月実施）の提言関連 

 

※ 雇用保険制度（1/4）や求職者支援制度（1/2）の国庫負担金の本則復帰に係る経

費については、予算編成過程で検討する。 

※ 失業等給付費として、1兆 7,732 億円（1兆 7,790 億円）を計上。 

 
 
 
 

 

（１）震災等緊急雇用対応事業の拡充（復興（復興庁計上））          ５００億円 

東日本大震災の被災者の当面の雇用の場を確保し、生活の安定を図るとともに、全

国各地に避難している被災者の帰還を支援するため、震災等緊急雇用対応事業の基金

を積み増すとともに実施期間を延長する。 

 

（２）福島避難者帰還就職支援総合プロジェクト【新規】              ８億円 

自治体や経済団体から構成される協議会に対し、避難解除区域への帰還者の雇用促

進に資する就職活動支援セミナーなどの支援事業を委託する。 

また、福島県の市町村に対し助成金など雇用創出の支援ツールについて、市町村の

実情に応じた活用方法の提案や、手続・運営などに関するアドバイスを行う。 

さらに、福島県外の避難者の就職支援体制を充実する。 

５ 震災復興のための雇用対策       １，１２３億円（８７６億円）

－42－

52



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）有期・短時間・派遣労働者等安定雇用実現プロジェクト(仮称)の推進【新規】 

                 ５８億円 
平成 24 年３月に策定した「望ましい働き方ビジョン」などに基づき、非正規雇用で

働く労働者の企業内でのキャリア・アップを総合的に支援する。具体的には、正規雇

用転換、人材育成、処遇改善などに向けたガイドラインを策定するとともに、事業主

のこれらの取組を促進する包括的な助成措置など、ハローワークによる指導援助体制

を抜本的に強化する。併せて、非正規雇用の問題についての国民的議論を喚起する。 

このほか、非正規雇用で働く労働者の人材育成については、その抜本的な強化に向

けた検討の結果に基づいた新たな取組を推進する。 

※ 厚生労働省版「提言型政策仕分け」（平成 24 年６月～７月実施）の提言関連 

 

（２）パートタイム労働者の均等・均衡待遇の確保と正社員転換の推進【一部新規】 

１６億円（２５億円） 
パートタイム労働法制の整備を進め、制度の周知を図る。 

また、パートタイム労働者の均等・均衡待遇の確保、正社員への転換を推進するた

め、パートタイム労働法に基づく指導、専門家による相談・援助、助成金の活用によ

る支援、職務分析・職務評価の導入支援や雇用管理改善のモデル事業を実施する。 

さらに、短時間正社員制度の導入・定着促進のため、ノウハウの提供や助成金の活

用による支援などを行う。 

 

第３ 「ディーセント・ワーク（働きがいのある人間らしい仕

事）」の実現 

１ 「望ましい働き方ビジョン」の実現に向けて（非正規雇用労働者の

雇用の安定・処遇の改善）          ３２５億円（２８３億円） 

分厚い中間層の復活を目指し、就労形態にかかわらず公正に処遇され、安心して働くこと

ができるよう、非正規労働者の働き方をめぐるルールの整備、ワーク・ライフ・バランスの実

現、労働者が生涯を通じて安全で健康に働くことができる労働環境の整備などを推進し、「デ

ィーセント・ワーク（働きがいのある人間らしい仕事）」の実現を図る。  
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（３）改正労働契約法などの円滑かつ着実な施行（有期労働契約に関する新たなル

ールなどの円滑な実施）                     ３．８億円（３．４億円） 
改正労働契約法の改正内容の周知を行うとともに、有期労働契約から無期労働契約

への円滑な転換が可能となるよう、無期転換の好事例の収集や社内制度化に向けた取

組モデルの開発・普及を行う。 

また、有期契約労働者を雇用する事業主に対し、労働基準法や「有期労働契約の締

結、更新及び雇止めに関する基準」について、必要な指導などを行う。 

 

（４）今後の労働者派遣制度の在り方についての検討   ６９百万円（８１百万円） 
改正労働者派遣法や附帯決議などに基づき、期間制限・専門 26 業務の在り方や、登

録型派遣・製造業務派遣・特定労働者派遣事業の在り方などについて検討する。 

 

（５）職業能力評価基準の整備・活用促進（再掲・４１ページ参照） 

１．８億円（２．５億円） 

 

（６）最低賃金引上げにより最も影響を受ける中小企業への支援や最低賃金の遵

守の徹底（再掲・４７ページ参照）                     ３５億円（４１億円） 

 

（７）フリーターなどのキャリア形成、正社員転換などの就職支援の強化（再掲・３６

ページ参照）                            １０４億円（６５億円） 
 

（８）ジョブ・カード制度の推進（再掲・３６ページ参照）      ９５億円（１０５億円） 

 

 

 

 

 

 

（１）過重労働の解消と仕事と生活の調和の実現に向けた働き方・休み方の見直し 

     １０億円（１２億円） 
年次有給休暇の取得促進などのための各種ツールの開発・普及や、恒常的な長時間

労働の実態にある業種や職種に重点化した長時間労働の抑制への対応など、労使の自

主的な取組の支援を行う。 

長時間労働の実態などに関する調査を実施し、必要な検討を行う。 

 

 

２ ワーク・ライフ・バランスの実現           ９３億円（１０９億円）
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（２）医療従事者の勤務環境の改善に向けた取組の推進 

９８百万円（５２百万円） 
看護師などの医療従事者の勤務環境を改善するため、医療労働に関する専門的な相

談体制を拡充するとともに、医療機関などでの労働時間の管理の改善に向けた地域の

取組体制を強化する。 

 

（３）バス、トラック、タクシーの自動車運転者の長時間労働抑制【一部新規】 

  １．５億円（９７百万円） 
運輸事業の新規参入者に対し、国土交通省と連携して、労働基準関係法令などの講

習を行う。また、国土交通省との都道府県単位の連絡会議を設置し、自動車運転者の

労働条件改善などに係る情報・意見交換を行う。 

さらに、業界団体未加入の事業者を中心に、労働基準関係法令などの周知などを行

う。 

 

（４）適正な労働条件下でのテレワークの推進、良好な在宅就業環境の確保など 

６７百万円（７２百万円） 

「在宅勤務ガイドライン」の周知、テレワーク相談センターでの相談の実施や、労

務管理などに関するセミナーの開催により、適正な労働条件を確保しつつ、テレワー

クの普及促進を図る。 

また、在宅就業を良好な就業形態とするため、在宅就業者や仲介機関など発注者を

対象とした支援事業を実施する。 

 

（５）仕事と育児の両立支援策の推進（再掲・３４ページ参照）  

   ７８億円（９２億円） 

 

（６）仕事と介護の両立支援策の推進（再掲・３５ページ参照）       ５２百万円 

 

（７）疾病を抱える労働者に対する就労継続支援（再掲・３８ページ参照）  

   １３百万円 

 

（８）短時間正社員制度の導入・定着の促進（一部前述・４３ページ参照） 

 ９７百万円（３億円） 

短時間正社員制度の導入・定着促進のため、ノウハウの提供や助成金の活用による

支援などを行う。 
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（１）業種の特性に応じた労働災害防止対策の推進【一部新規】（一部前述・３９ペ

ージ参照）                             ５．３億円（１．１億円） 
労働災害の発生件数が多く、安全に対する意識の低い傾向にある第三次産業（小売

業、社会福祉施設など）について、事業者に対するコンサルティングを実施し、安全

に対する動機付け・意識高揚を図りつつ労働災害防止のための取組を推進する。 

また、陸上貨物運送事業の荷役作業現場での墜落・転落防止のためのガイドライン

の策定、指導や建設業の手すり先行工法や個人用保護具の普及により、墜落・転落災

害の防止を図る。 

 

（２）復興工事に従事する労働者の安全確保（再掲・４８ページ参照）【一部新規】 

 ２．５億円（３億円） 

 

（３）東京電力福島第一原発の緊急作業従事者への健康管理対策（再掲・４８ペー

ジ参照）                                ５．１億円（６億円） 

 

（４）原発事故からの復旧・復興事業者の適正な放射線管理実施の指導（再掲・４８

ページ参照）【新規】                              １．６億円 

 

（５）石綿ばく露防止対策の推進【一部新規】               １５億円（１５億円） 
引き続き建築物などの解体作業での石綿ばく露防止対策の徹底を図るとともに、石

綿含有製品の輸入などの禁止の徹底を図る。 

また、改正が予定される労働安全衛生法による電動ファン付き呼吸用保護具の型式

検定や譲渡制度の円滑な施行を図る。 

 

（６）職場での化学物質対策の強化【一部新規】           ９．９億円（８．９億円） 
職場で利用されている化学物質について、発がん性に重点を置いた有害性評価を 10

年間で集中的に実施する。（「既存化学物質評価 10 ヵ年計画」） 

 

（７）職場でのメンタルヘルス対策の推進               ３３億円（３６億円） 
平成 24 年６月に実施した厚生労働省行政事業レビューの公開プロセスの結果など

に基づき、改正が予定される労働安全衛生法による小規模事業場などに対する面接指

導の実施などを支援する。 

３ 労働者が安全で健康に働くことができる職場づくり 

 ８３億円（７７億円）
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また、事業場でのメンタルヘルス不調者の職場復帰支援について、モデルプログラ

ムの策定などにより充実を図る。 

 

（８）職場での受動喫煙防止対策の推進               １２億円（７．４億円） 

職場での受動喫煙防止対策を推進するため、中小企業事業主に対する喫煙室設置に

係る財政的支援を拡充する。 

また、受動喫煙の有害性や対策の必要性についての周知、啓発を行う。 

 

 

 

 

 

 

（１）最低賃金引上げにより最も影響を受ける中小企業への支援や最低賃金の遵

守の徹底                                    ３５億円（４１億円） 

雇用戦略対話での合意に基づき、最低賃金引上げにより最も影響を受ける中小企業

への支援を引き続き実施する。 

また、最低賃金の遵守の徹底を図る。 

 

（２）労働問題に関するワンストップ相談体制の整備         １６億円（１５億円） 

依然として高水準で推移し、また「いじめ・嫌がらせ」といった相談が増加するな

ど、複雑・困難化している個別労働紛争（個々の労働者と事業主との間での職場のト

ラブル）の円滑かつ迅速な解決の促進を図るため、総合労働相談コーナーの体制の強

化を図る。 

 

（３）職場のパワーハラスメントの予防・解決に向けた環境整備【一部新規】 

９０百万円（７２百万円） 
「職場のパワーハラスメントの予防・解決に向けた提言」などに基づき、この問題

の予防・解決に向けて国民や労使に周知・広報を実施する。 

また、労使がこの問題への取組を進める際に活用できる参考資料を作成するととも

に、具体的な取組を促していくためのセミナーを開催する。 

 

（４）労働法制の基礎知識の普及促進               ５０百万円（２３百万円） 

若者を中心に事業所の法違反やトラブルによる早期退職を防止するため、労働法制

の基礎知識の普及を図る。 

また、個別労働紛争の未然防止・早期解決を図るため、労働者・事業者などに対し、

４ 良質な労働環境の確保                  ７１億円（７４億円） 
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労働契約法などの労働関係法令の教育、情報提供などを実施する。 

 

（５）義肢等補装具費支給制度の拡充【一部新規】       ８６百万円（５２百万円） 

筋電電動義手など、義肢等補装具費支給制度の拡充を図る。 

 

（６）労働保険未手続事業一掃対策の推進と労働保険料の収納率の向上 

  １８億円（１７億円） 
労働者のセーフティネットである労働保険制度の健全な運営と費用負担の公平を期

するため、労働保険の未手続事業一掃対策を推進するとともに、口座振替制度の利用

促進などにより、労働保険料の収納率の向上を図る。 

 

※ 労働者災害補償保険法に基づく業務災害や通勤災害を受けた労働者への保険給付など

として 8,913 億円（8,957 億円）を計上。 

 

※ 国家公務員の自律的労使関係制度の措置に伴う中央労働委員会の体制整備に必要な経

費については、予算編成過程で必要に応じて措置を講ずる。 

 

 

 

 

 

（１）復興工事に従事する労働者の安全確保【一部新規】    ２．５億円（３億円） 

被災地での復旧・復興工事の進捗状況に応じて職長、管理監督者などに対する安全

衛生に関する教育・研修を支援する。 

 

(２)東京電力福島第一原発の緊急作業従事者への健康管理対策 

５．１億円（６億円） 

東京電力福島第一原発での緊急作業従事者への被ばく防護措置などについて立入調

査などによる適切な指導を行う。また、被ばく線量等管理データベースを運用すると

ともに、緊急作業従事者に対する健康相談や保健指導を行うほか、一定の被ばく線量

を超えた緊急作業従事者に対し、がん検診などを実施する。 

 

（３）原発事故からの復旧・復興従事者の適正な放射線管理実施の指導【新規】 

   １．６億円 
除染、復旧・復興作業などを行う中小零細企業の団体を通じて、適切な放射線管理

の実施について指導を行う。 

５ 震災復興のための労働安全衛生対策      ９．２億円（９億円） 
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（１）生活困窮者支援体系の確立        ２１０（うち重点１４２）億円（２０億円） 

①「包括的」かつ「伴走型」の支援態勢の構築など【新規】（重点）           ５５億円 

平成 24 年秋を目途に策定される生活支援戦略（仮称）に基づき、「包括的」かつ

「伴走型」の支援を実施する総合相談支援センター（仮称）の設置、多様な就労支

援や生活支援事業など生活困窮者支援のモデル事業を行う。 

 

②生活保護受給者などの生活困窮者に対する就労支援の抜本強化（「生活保護受給者等

就職実現プロジェクト（仮称）」の創設）【新規】（一部重点）（再掲・４１ページ参照）  

 １００億円 

 

③生活保護受給者への居住支援【新規】（重点）（再掲・５０ページ参照）      ５．６億円 

 

④ニートなどの若者の職業的自立支援の強化【一部新規】（一部重点）（再掲・３６ページ参

照）                                         ３４億円（２０億円） 

 

⑤子どもの貧困対策支援の充実（「貧困の連鎖」の防止）（再掲・５０ページ参照） 

セーフティネット支援対策等事業費補助金２５６億円の内数 

 

⑥介護福祉士等修学資金貸付事業の拡充（重点）【新規】              ８．３億円 

生活保護世帯の子どもが高校卒業後に介護福祉士養成施設などに就学を希望する

場合に、現在の授業料などの修学資金に加えて、生活費の一部を貸付することによ

り、生活保護世帯の子どもの自立と生活の安定につながる資格の取得を支援する。 

 

⑦ひきこもりの人やその家族への支援【新規】（重点）                    ７億円 

ひきこもりの人やその家族に対するきめ細かで継続的な相談支援や早期の把握が

第４ 自立した生活の実現と暮らしの安心確保 

生活困窮者の経済的困窮と社会的孤立からの脱却と貧困の連鎖の防止対策、自殺・うつ

病対策、災害救助法による災害救助などにより暮らしの安心を確保する。  

１ 生活困窮者の経済的困窮と社会的孤立からの脱却、「貧困の連

鎖」の防止             ２兆９，７０４億円（２兆８，１８２億円） 
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可能となるよう、「ひきこもりサポーター」を養成し、市町村によるひきこもりサポ

ーター派遣事業を実施する。 

 

（２）国民の信頼に応えた生活保護制度の構築 

２兆９，３１９億円（２兆７，９２４億円） 

①生活保護に係る国庫負担                ２兆９，３１３億円（２兆７，９２４億円） 

生活保護を必要としている人に対して適切に保護を行うため、生活保護制度に係

る国庫負担に必要な経費を確保する。 

また、平成 24 年秋を目途に策定される生活支援戦略（仮称）に基づき、生活保護

受給者の状況に応じた自立の助長を一層図るとともに、給付の適正化などを徹底す

る観点から生活保護制度の見直しを実施する。 

※ 生活保護基準の検証・見直しの具体的内容については、予算編成過程で検討す

る。 

 

②生活保護受給者への居住支援【新規】（重点）                     ５．６億円 

生活保護受給者の地域での自立した生活を支援するため、民間団体などを活用し

て生活支援の見守りを行い、併せて居住支援の一環として代理納付（自治体が受給

者に代わり家賃を納付する形での現物給付の仕組み）を積極的に促進することで、

住まいの選択肢を拡大する。 

 

③子どもの貧困対策支援の充実（「貧困の連鎖」の防止）【一部新規】 

セーフティネット支援対策等事業費補助金２５６億円の内数 

「貧困の連鎖」の防止を図るため、生活保護世帯の親子への養育相談・学習支援

などを実施するとともに、生活保護世帯の子どもが日常生活上の支援を受けられる居

場所の確保や就労体験の機会を提供する。  

 

 

 

 

 
    
（１）地域で生活する精神障害者へのアウトリーチ（訪問支援）体制の整備 （再掲・

８６ページ参照）                              ７．５億円（７．９億円） 

 

（２）認知行動療法の普及の推進（再掲・８７ページ参照）    １億円（９８百万円） 

 

２ 自殺・うつ病対策の推進                 ６５億円（５１億円） 
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（３）地域での効果的な自殺対策の推進と民間団体の取組支援 

                   ３．２億円（３．３億円） 

都道府県・指定都市に設置されている「地域自殺予防情報センター」での専門相談

の実施のほか、関係機関のネットワーク化などにより、うつ病対策、依存症対策など

の精神保健的な取組を行うとともに、地域の保健所と職域の産業医、産業保健師など

との連携の強化による自殺対策の向上を図る。また、自殺未遂者や自死遺族などへの

ケアに当たる人材を育成するための研修を行う。さらに、先進的かつ効果的な自殺対

策を行っている民間団体に対し支援を行う。 

 

（４）自殺予防に向けた相談体制の充実と人材育成         ３３億円（３７億円） 

うつ病の早期発見・早期治療につなげるため、一般内科医、小児科医、ケースワー

カーなどの地域で活動する方々に対するうつ病の基礎知識、診断、治療などに関する

研修や地域でのメンタルヘルスを担う従事者に対する精神保健などに関する研修を行

うことなどにより、地域の各種相談機関と精神保健医療体制の連携強化を図る。 

また、メンタルヘルス不調の発生防止のため、職場でのストレスなどの要因に対し

て適切な対応が実施されるよう、メンタルヘルス対策への取り組み方が分からない事

業者などに対し支援を行う。 

 

（５）災害時心のケア支援体制の整備（再掲・８７ページ参照） 

１．１億円（１．１億円） 

 

（６）被災地心のケア支援体制の整備（復興（復興庁計上））（再掲・８８ページ参照） 
 １８億円 

 

 

 

 

 

 

（１）災害救助法による災害救助（復興（復興庁計上））      ６４８億円（４９４億円） 

東日本大震災による被災者の方々に供与している応急仮設住宅の延長などに伴う経

費を負担する。 

 

（２）社会的包摂ワンストップ相談支援事業の継続実施（復興）        １６億円 

東日本大震災発災後、生きにくさ、暮らしにくさを抱える方々が、いつでもどこで

３ 災害救助法による災害救助など        ６８３億円（４９４億円）
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も相談でき、誰でも適切な支援を迅速に受けられるための拠り所として、問題を抱え

る方々の悩みを傾聴するとともに、各種支援策や実施機関の紹介や必要に応じた寄り

添い支援を行う「社会的包摂ワンストップ相談支援事業」を継続実施する。 
 

（３）福祉避難所の設置促進【新規】（復興）                   １９億円 

災害時に災害時要援護者（高齢者・障害者など支援が必要な方々）に対し一定の配

慮が行われる福祉避難所について、市町村で円滑にその指定や運営が行われるよう、

設置計画の作成のための協議会の開催、災害発生を想定した運営訓練や、福祉避難所

として必要な備品、消耗品などの購入経費について、短期間に重点的に財政措置を行

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）戦没者等の妻及び戦没者の父母等に対する特別給付金の継続（支給事務費） 

９９百万円 

戦没者等の妻及び戦没者の父母等に対する特別給付金について、現行の特別給付金

国債が最終償還を迎えることから、国として改めて特別の慰藉を行うこととし、継続

して支給する。 

 

（２）戦没者慰霊事業などの推進                         ２１億円（２２億円） 

戦後 70 周年にあたる平成 27 年度に向けて、未だ特定に至っていない抑留中死亡者

の資料の入手や旧ソ連地域の遺骨帰還事業などを民間団体などの協力も得ながら集中

的に実施するほか、硫黄島からの遺骨帰還のための特命チームの定めた「遺骨帰還プ

ラン」に沿って、硫黄島での遺骨帰還事業を引き続き実施するなど、すべての地域で

可能な限り速やかに遺骨が御帰還できるような取組などを推進する。 

 

（３）中国残留邦人等の援護など                      １１０億円（１１２億円） 

中国残留邦人等への支援策を着実に実施するほか、戦没者などの援護関係資料につ

いて、先の大戦に関する歴史的資料でもあることから、後世への伝承や広く国民や研

究者などが利用できるよう、国立公文書館へ移管するための取組を行う｡ 

また、介護サービスを必要とする永住帰国者が円滑に介護や援護の制度を利用でき

４ 戦傷病者・戦没者遺族、中国残留邦人等の援護など 

３５４億円（３８２億円）
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るよう、全国を７つのブロックに分けて、各ブロック内に介護コンサルタント（仮称）

を配置し、介護関係者などへの研修などを実施する自治体を支援する。 
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消費税引上げ分を償還財源とするつなぎ公債（年金特例公債）の発行により確保さ

れる財源を活用して、基礎年金国庫負担割合２分の１の維持を図る。 

 

 

 

 

 

 

（１）紙台帳とコンピュータ記録との突合せの促進          ４５２億円（６６０億円） 
被保険者の方々について、紙台帳などとコンピュータ上の年金記録の突合せを全件

行うとともに、平成 24 年度中に突合せを終える年金受給者の方々を含め、その結果に

ついて必要なお知らせなどを進める。 

 

（２）ねんきんネットを活用した年金記録の確認・記録問題の再発防止 

                ２１億円（２２億円） 

年金記録をより手軽に確認できるよう、ねんきんネットを活用した「e－年金通帳」

を開始するとともに、スマートフォンでの利用を可能にするなどの充実を図る。また、

インターネットを活用できない方のために、「e－年金通帳」の印刷交付サービスなど

を推進する。 

また、被保険者の方々などの届書や年金記録の正確性を確保し、新たな記録問題の

発生を防ぐため、ねんきんネットを活用して届書作成を支援するなど、機能の充実を

図る。 

 

２ 年金記録問題への取組              ７３７億円（９４４億円）

第５ 信頼できる年金制度に向けて 

公的年金制度は国民の老後の安定した生活を支えるセーフティネットであり、持続可能で

安心できる年金制度の構築に向け、基礎年金国庫負担２分の１を維持する。また、国家プロ

ジェクトである年金記録問題の解決に向けた取組を進める。 

１ 持続可能で安心できる年金制度の運営 

１０兆７，５２５億円（８兆９４５億円）
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※ 平成 25 年１月より、未だ持ち主が見つかっていない記録について、ねんきんネッ

トでの検索ができるようにするとともに、市町村・郵便局などの協力を得て、年金

記録の確認を呼びかけるキャンペーンを推進する。 

 

（３）その他必要な記録問題対策の推進など             ２６４億円（２６２億円） 

厚生年金基金の加入員記録と厚生年金の被保険者記録との突合せや基礎年金番号の

重複整理など、記録問題解決に向けた取り組みを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

年金制度の安定的な運営と負担の公平を確保するため、厚生年金保険の未適用事業

所の加入促進対策や、国民年金の保険料納付率を向上させる対策の取組強化を図る。 

 

 

 

 

 
 
 

日本年金機構で、国家プロジェクトである年金記録問題の解決に向けた取組を引き

続き促進するとともに、将来の無年金・低年金者の発生を防止するための後納制度の

円滑な実施、サービスの質の更なる向上や相談体制の拡充を行い、効率的かつ公正透

明な事業運営に取り組む。 

 

※ 過去の年金国庫負担繰り延べの返済、年金保険料の事務費への充当の解消については、

予算編成過程で検討する。 

 

４ 日本年金機構が行う公的年金事業に関する業務運営 

（一部前述・上記（２・３）参照）     ３，２６２億円（３，３７５億円） 

３ 厚生年金保険や国民年金の適用・保険料収納対策の取組強化 

３７億円（８．９億円）
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